
社会、地域とともに 株主・投資家とともに

夏まつり 地域との懇談会

「一人でも多くの方に理解と関心を」と推進し、職制会
会員や、執行役員もボランティア活動に参加し、従業員
への参加意識の向上やコミュニケーションの場づくり
となりました。

・障がい者支援センター　ひかりの丘活動
主な社会貢献活動

・第13回 障がい者交流ダーツ大会（当社主催）
・ふるさと出水クリーン作戦

・第11回アーム祭り
・緑ヶ丘自治区と周辺清掃活動

5月

7月

9月

・第5回 光の家まつり10月
・第27回 むもんまつり11月
・松竹梅、クリスマス寄せ植え鉢製作12月
・桜の植樹2月

地域の皆様にも参加していただける催し「夏まつり」
「大豊祭」を開催し、楽しむことができるイベントとして、
感謝の声をいただいています。地域の皆様と懇談会を
定期的に開催し、ご要望など意見交換をし、関わりを
持ちながら活動を進めています。
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●IR活動実績（2015年度）

株主向け報告書発行（6月、11月）
株主懇談会（6月）

名証IRエキスポ2015出展（7月）

決算説明会（5月、11月）
個別取材対応

メッセナゴヤ2015出展（11月）
とよたビジネスフェア出展（3月）
ウェブサイトのIR情報開示
http://www.taihonet.co.jp/investorrelations
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配当金

株主様への利益還元と事業の成長および経営基盤強
化のための内部留保とを総合的に勘案し、長期にわたり
安定的な配当の継続を基本に考えています。
内部留保した資金は、将来にわたる株主利益を確保
するため、将来の事業成長のための投資および財務
体質強化に活用していきます。
２０１5年度配当金は前年度よりも増配し、39円とさせて
いただきました。なお、2016年度配当金は、40円を
予定しています。

・決算説明会
・工場見学会
・個別取材 など

機関投資家
（銀行、投資会社など）

個人投資家

・ウェブサイト
・名証IRエキスポ
・株主向け報告書
・大豊工業レポート
　　　　　　　など

・決算説明会
・個別取材など

株式購入
証券会社

当社のIR活動

情報提供
（アナリストレポートなど）

株式購入

情報提供
（アナリストレポートなど）

大
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当社は、的確かつ迅速・公平な企業情報の発信に努める
とともに、さまざまなIR活動を通じて、株主・投資家の
皆様とのコミュニケーションを積極的に行っています。

●情報提供の取り組み
通期と第2四半期の年2回（5月、11月）、東京で証券
アナリスト、機関投資家を対象にした「決算説明会」を
開催しており、社長自ら決算分析から将来に向けた
成長戦略、株主還元の考え方等の説明を行い、経営者
としての思いを伝えて
います。投資家の皆様
に安心して株式を保有
していただけるよう、
企業情報を積極的に
提供しています。

大豊祭 工場見学（篠原工場）

豊田少年少女発明クラブ
1981年に当時の当社社長である大塚氏が初代
理事長として設立しました。現在は前社長の上田氏
が理事長を務め、当社からも指導員を派遣して
います。豊田市に住む小中学生を対象とし、未来
の技術者育成に貢献しています。

ＩＲエキスポ 株主向け報告書

株主懇談会 工場見学会
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「大豊工業トライボロジー研究財団（TTRF）」による
トライボロジー研究者への助成活動を行っています。
また、豊田少年少女発明クラブや、キッズエンジニアなど、
青少年育成の場にも従業員が講師となって参画して
います。

決算説明会

クラブ代表が参加した世界大会の様子

当社主催の取り組み
当社主催の障がい者交流ダーツ大会は13回目を
迎えることができました。豊田市や社会福祉協議会
の後援をいただき、豊田市内の多くの障がい者の
方々にダーツ競技を楽しんでいただいております。
社員も障がい者の方々と大会を通じて触れ合う
ことで、ボランティア意識の向上に繋がっております。
今後も、より一層、競技参加者に楽しみと喜びの
機会を提供するために尽力していきます。

第13回
障がい者交流ダーツ大会

2015年度 地域貢献活動 参加人数

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

（配当性向：29.6％）
■期末配当金　■中間配当金

本業を通じた社会貢献活動 地域との交流

地域への貢献活動 ボランティア

企業情報の発信

安定的な還元 株主還元

広報活動
Investor RelationsIR

 

〔CSR〕取り組みの報告
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